
 地域 グ ー の ・研究活動と の成果 

１ 国際シンポジウム 
「地域の持続可能な未来へ、レジリエンス思考からの挑戦」 

 
市 か  

 
 2019 年 11 2 日（ ）、 市文 ー に て「地域の持続可能な未来へ、レジ

し思考からの挑戦」と題する国際シンポジウムを開催し 、リス ・レジリエン

ス研究会の活動を 台に し ので る に際して、2008 年のリーマンシ ッ 、

イン ネシア・スマトラ 地 日本大 、 リケーン・ トリーナ 日本 な

の大規模 害な 、日本 で な 害が生 て る とを 、 に

し を る思 としてのレジリエンス思考を に する とにし  
 レジリエンス思考 、 に し元に る能 ・シス ムを 持する能 としての「レジ

リエンス」と に際しシス ムを し な状 を生 す能 としての「トランスフ

ォーメーシ ン」の の を して る 、 に都市 害の研究 が、

の生活を する視 から、社会 個 が 害に「 し る 害を する

能 capacity」として な して る 一 、 、社会 全 にと ての課題と

る 構 の 、持続可能 の 、 して経済を とする社会の に

し、 な社会シス ムを構 する とが めら て るからで る  
 し 関 から、 に 、 の の都市で 際的 活動を展開して るア

メリ の都市リス の研究 、 トリシア・ メ =ラン （Patricia Romero-Lankao）
氏を する とにし 、日本 の報告 として、 ム な の 理政策の

を とする 大 の大 氏の 、 から、 生可能エネ ー に

社会 の可能 を る山 氏、 本 理にかか る の の からレ

ジリエンスを検討して る 一 氏に し、レジリエンスとトランスフォーメーシ

ンにかか る理 を める とにし  
 
 「 動と都市の 、リス 、レジリエンス」を し トリシア・

メ =ラン 氏 、国 生可能エネ ー研究 交 ・ シス ムセンター 研究

で 、 シ 大 マンスエト都市イ ーシ ン研究 研究フ ーを

して る 氏 都市リス として 動 、環境 を に、 と 等、歴

史的文 に し 研究を行 て 氏の研究の 、社会 として 、

リングの と 際的共同研究を行 て る 、 に社会 理論による

と社会 的 的 を て る 、 の とによ て 的 が社会生活の

な を するよ をして る に る 、 のスケー 、国 、 治 な

し都市、 と な社会的規模と、 、 来 でな 歴史的経 を 視

に ので る  
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 リス の理 に 、「 ート発生の と の の 」とする 的ア ー

と、「 らかの 的 が に する な 果が生 る可能 」とする社会 的ア

ー が る 氏 、 で な を 用し、 的に 察 る「

exposure」と の 的 （ の一 で、年 別、 な によ て規

る） でな 、社会的 によ て る「 vulnerability」に し、

の社会 的 を らかにする を展開して  
 氏 、 を して ・ 的ア ー と社会 的ア ー の と社会

の を し 、 の の を て の で

メタ の を す ので 氏の研究グ ー 53 本の論文による 224
都市の都市リス 研究を し、 の 9 が社会にと て 的な環境 の に

し 的 的研究で 、 等、歴史的文 な の社会 的 等に

する研究が ら て る とを らかにし  
 氏の研究 、 のよ な研究状況が、 な の社会的課題を らかにする

と で大 な課題を て る とを し ので る し 氏の研究の

に関して、 で 的な論 を か しよ  
 、 な しレジリエンスを のよ に 理し、 のよ な によ て て

かで る の 、「 リス World Risk Index」と都市動 の 関 を

し 研究を する際に、 理 で  
 リス 、リス の社会的 を を、「 sensitivity（ る

susceptibility）」とレジリエンスな し 能 capacity から構成 ると 理して

る の際、 害の す を するが、レジリエンスな し 能 に

する 、社会 を らす 的戦略に関 る能 （ adaptation）と の

を する能 （ coping）の で ら て る（World Risk Report 2019, p.15） 
 氏 、 の 理を し と の能 を 、 の規 として

インフラ 、 、 、経済的 等状況な の状況に、 の能 に関して

ナンス の問題と、 ー ス、保 、 、ジ ン ー 等 、環境保全、 して公

的な な の の状況に し、リス の社会的 を して る  
 第 に、社会 の諸理論を のよ に活用するかと で る  
 「ラ ンアメリ 諸都市の大 と 動の への ADAPTE」研究に関

する で 、リス が を生 る ら る に とするリス 社会理論と、リス

等に生 経 るとする政治生 環境 論の を し、「大 の

よ な 的に ら る とのな ー 、社会経済的境 を て リス を

らす」とするリス 社会理論的 を し  
 の大 に関 る の を 持する のとな が、イン ・ムン イ

で を に行 動のリス に て 、 等が 、 ・

能 の を生 とを らかにして る 、 の で 、 の 能
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を規 する の一 で る な のインフラ が、ムン イのエリ

ート によ て のよ に行 て かを 、 能 成の経 （歴史 ）

と政治 を し 的 に関 る論 を らかにして る  
 第 、氏の 地で生 害 害に する 研究の で る  
 氏 、 するコ ラ ー が 2013 年に による 害を経 し 際、

研究を展開し ざ なコミュニ 会合に し、 、コミュニ の行

政関係 等への 構 インタ ューを し、 で ータをフ ジ マ

ッ によ て し、「リス の スケー 果を する 」を し  
 の研究で リス 、インフラ等の 的 で な 社会シス ムの

に スケー 的に を て行 が、同 に ざ なセ ターの活動によ

て の の が る とが の として の 、 、

・エネ ー・ シス ム（Food-Energy-Water System）、コミュニケーシ ン、

理、公 生、社会 、 と、 ・ 害 等に関 る活動

で る の によ て、 の 害 的 スケー 果 、 に の な

の への 害に を発する とが らかにな  
 の研究の に 氏が し の 、リス の に る 研究の

で る 氏の 合、行政 等に 報 を め、 を ータとして 成し マ

ッ を行政 等と地域 民に す とが、地域社会が問題の なが を する

か とな と ス ー ーと し、地域の課題を らかにし、課題 の

に する とで 能 を ると で る  
 
 報告の一 、 大 社会研究域 、大 氏による「 ム

の社会・環境 からレジリエンスを考 る」で 大 氏 、日本に る ム

の を用 て、 から に の を行  
 大 氏が し ム 、 本 を流 る の 流 に1955年に

の流域 、 流の に て大 な ム をめ るコンフリ トを経 し と、

流域 ア で で の とを地域 民が として ると が る

ム 、 の生 かで と に関 て生活して が、 ム

によ て の状況が大 、 による と の 的 （ によ

る 害）、 ム の を経 する ととな  
 し 害 を して 2018 年に ムが 全に るに が、 の

の規 として、 政 交 な 的な 、か ての の を る

の 動、 し 民が ム の を て とが を らし

を 理し の 、トランスフォーメーシ ンの と る ので る  
 、 ム によ て の が ら る のの生 の回 進んで な が、

ム 、ラフ ング が るな な地域 活動が生 、地域
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の 構 が行 て る に  
 の報告「地域 のエネ ー 地域の に のよ に で るのか 」

を し の 、 NPO 環境エネ ー政策研究 研究 の山 氏で る  
 な の エネ ー 、 動の文 に て エネとなら

な 策で 、 の での「レジリエンス」の で 害 の としての

能を して る 日本に て 2012 年の 度 、 生可能エネ

ー が 大し が、 の で、地域の文 を 視して 発 な が

トラ の ととな て る しかし、 民 らが行 「コミュニ ・ ー」で 、

民の が 、 動 策 害 策 果の なら 、エネ ーの地 地 を

す とで大 な地域経済活 果が生 て る  
 山 氏 のよ な として、民 の と市の ジ ンの 動による

果が生 て る 市、 と 発 を経 し 会 市の の社

が とと に 会 、 にか 市に る生活 ラ 生 の

と を に 都市と の交流の を 、「エネ ー」が地域 の

ー として 能を発 して る を し  
 、 し 動 を らす として、 発 に関 る ーシ ン、

エネ ーのポ ンシ 、 生可能エネ ーの の ジネス の 、関

・関 ・ な 大都市 の の 富 を し  
 の報告「社会的レジリエンス の 的検討−−ラン ケアと持続可能 の

から」 、 山大 国際 社会 理研究 の 一 氏が し  
 氏 、社会的レジリエンスに て、レジリエントの し を で する

を し、「 に して 本 への 度 を行 とで、コミュニ の

を 持する能 」とする の を し して、 の能 を発 し と

して、 ーストラリアのラン ケアと日本の を し  
 ーストラリアの 、 が らし 塩害による な に し、 ・

政 の 策 かなか が、1986 年に 地域 民 の 動ラ

ン ケアと を政 が する 果を と 日本の 、

の 1994 年の の経 が、 用 ざるを な 状況に

し、 的 策、地 用を可能とする の 、流域を がる

と 策が展開 と  
 氏 、 らの を としてとら 、 本の 可能 の （ 的

とアイ ン ）、 本への （関 する 本・ 的 本の ）、

度の （ ・ ）の の に 、 可能 の がコミュニ の

を らす と、コミュニ の を 持する の 理が を成

る とを として し、社会的レジリエンスを の 持と 的とコミュ

ニ の と を する の から議論する が るとし  
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総合討論 
 総合討論に際し、コー ネーターを務め 大 社会研究域 経地域政策研

究センター 、 地 氏 、 のコウ トリ 生に関 レジ ント 研究を

し 、 の論 、持続可能な未来 る トランスフォーメーシ ンと 課題

に関するレジリエンス思考の なにか、 の 状況 に て社会に 行

の を ながら と合 成を進めて行 に のよ な社会 インが

めら るか、持続可能な未来に て のよ な研究が めら るか、を し 際

に として第一の論 をめ る 交 とな 、 メ =ラン 氏の 研究 地

氏のレジ ント 研究な に て議論をか す と で なか で 、討論と

シンポジウム全 を て、レジリエンスとトランスフォーメーシ ンにかか る

な を ッ アッ して  
 討論に て の が 論 、レジリエンスと規 ・ とのかか

で 回の と報告の で レジリエンスの 、山 氏が

の でのレジリエンス（ 日本の 政策 の国 的レジリエンス

の と考 ら る）の に、 メ =ラン 氏の に る の構成 としての

能 、 氏の 害等に際してコミュニ の を 的とする 能 としての社

会的レジリエンスで  
 メ =ラン 氏が用 リス に る 、 レ が国 、都

市、 を とするで のに し、 氏の コミュニ にす ら て

が なる が、 の「レジリエンス」 、 的を の の 持に

・政策論的 規 で て、 的 にかか る社会の 的・ 団的能 を する

で る の能 を する めの社会 的ア ー の 、 と報告によ

て に と よ  
 しかし、 で よ に、 生 のレジリエンス シス ムの動的

で 、シス ムの る の を とと に論 る で る し

関 社会 共 して 、 としての社会の 構 動 を し、 の社会

の と を する と 社会 に て 的な課題で る の の

・政策の で 、 構 動 の か の を する際に大

な をなす とがで る  
 の にかか て 、 メ =ラン 氏の 研究による地域社会の 能

の 、 して氏のコンフリ トと動 への の 、大 氏の ム と の の

地域社会 の 、山 氏の地域 の ー としてのコミュニ エネ ーの

の 、 氏の の の と能 発 の としての と な

の論 が らが にし 社会の 、 で るとと に 規模

なトランスフォーメーシ ンと る 生 の に し 社会 の

と で の を シンポジウムで  
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